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１） ホラーマというギリシア語の英訳はthat which is seen, a sight である。ちなみにドラーマの英訳はａ









Conacherは作者エウリピデスの改新点の一つに挙げている。D. J. Conacher, Euripidean Drama, 
Myth, Theme and Structure, University of Toronto Press,1967, p.229参照。
５） 先のConacher　は「イオカステの存命」という改新の意図するところは何か、と問いを立てている
（op.cit., p.229）。Kitto も同様である。H. D. F. Kitto, Greek Tragedy：A Literary Study, Doubleday 




７） D. J. Mastronarde（ed.）, Euripides Phoenissae, Cambridge U.P., 1999（1994）, p.7. ここでMastronarde
は劇全体にわたるモチーフとして「親族Kinship」という概念を挙げる。またRawsonは作中でのオイ
ディプス一家の親子兄弟の親密な関係を指摘し強調している。E. Rawson, “Family and Fatherland in 
Euripides’ Phoenissae”, GRBS11（1970）, p.109ff. を参照。
８） A.J.Podlecki, “Some Themes in Euripides’ Phoenissae”, TAPA 93（1962）, pp.372-373.











劇の統一的テーマと見るのはGrube（G. M. A. Grube, The Drama of Euripides, London,1961（1941）, 
p.354, 370.）。またFergusonはこの「呪い」を同時上演の『オイノマオス』、『クリュシッポス』と共通






13） Mastronarde, op.cit., p.10.
14） 安西眞『ギリシア悲劇全集』第８巻、岩波書店、1990年、解説385頁以下を参照。
15） 古伝梗概３を参照。
 （たんげ・かずひこ　外国語学部教授）
